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techno water holes
テクノ・ウォーターホールズ《地下埋設物の試掘調査》

　テクノ・ウォーターホールズとは、地下埋設物の位置を確認する試掘調
査法で、開口面積を極力小さくしたコアチューブを埋設物の位置まで設置
し、埋設管や支障物を目視・確認する方法です。
　調査においては、油圧式鋼管圧入引抜機、適当な吐出量・圧力を有する
高圧ポンプおよび調査深度に応じた掘削土の吸引装置を準備します。深度
によってはボーリングマシンを使用します。
　既存資料、現地踏査等を経て、想定埋設位置において、ジェット水を先
端から噴出する探針ロッドを人力、あるいは油圧フィードにより建て込ん
で大略の埋設位置を探ります。
　引き続き、ジェット水による水力切削と吸引装置による掘削を繰り返し
て、コアチューブを埋設物まで建て込みます。コアチューブ内部の掘削土
を吸引して目視あるいはＣＣＤカメラにより探査対象を確認します。埋設
深度およびオフセット距離等計測して、その埋設位置を記録します。
　掘削手法が、水力切削とバキューム吸引で行うことと、掘削作業の進捗
に従ってコアチューブを圧入する方法であるために周辺地盤や構築物への
影響と埋設物損傷の危険性が無い安全な探査方法です。
　

概　　　　　　要

コアチューブ掘削作業模式図
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＊　自然地下水位以下の調査に適用
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適　用　条　件

・ 一般的な施工条件による調査適用深度は、GL-15m未満
・ コアチューブ呼径は、200㎜・250㎜・350㎜を標準とします
・ 調査に不適な地質は、軟岩・中硬岩及び350㎜を超える転石層
・ 自然地下水位以下で調査を行う場合の補助工法は、薬液注入
　 工法を標準とします

埋設調査映像記録(GL-9.5m電力管路)探 査 深 度 確 認 状 況

送 水 管 確 認 状 況
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探 針 ボ ー リ ン グ

テクノ・ウォーターホールズ作業手順

埋設管理者の保有する台帳等の考査と現地調査により、
埋設想定位置を地表に明示します。

事前調査で入手した埋設物情報に基づき、ウォータージ
ェット水による探針ボーリングを行います。
想定埋設深度がGL-3m未満の場合は、21.7㎜探針ロッド
を用いて人力により探針を行います。
 GL-3mを超える場合は、40.5mmボ－リングロッドを探針
ロッドに用い、ウォータージェット水とボーリングマシ
ンの油圧フィードにより探針を行います。
口径21.7mmのロッドクラウンは樹脂製品、口径40.5mmの
ロッドクラウンはノンチップメタル製品を使用します。
調査1測点当たりの探針ボーリング本数は3本を標準とし
ますが、埋設物・支障物の形状により増える場合もあり
ます。
探針ボーリング箇所の舗装は、コアドリルマシンで削孔
し、その口径は4インチとします。

舗装削孔

探針ボーリング探針ボーリング配置図
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計測・記録・立会

コ ア チ ュ ー ブ 掘 削

探針ボーリングの結果から想定した大略の埋設位置中心
に、コアチューブを建て込みます。
コアチューブ建て込み本数は、埋設物・支障物の形状に
より定めます。コアチューブ掘削位置の舗装は、コアド
リルマシンで削孔します。

埋設物・支障物の現認に際しては、埋設物管理者などの
立会いを求め、埋設位置の計測・記録を行います。
コアチューブの孔底を、目視あるいはＣＣＤカメラで埋
設物・支障物を確認して記録します。
測量後、地表に復元できるよう三点以上の基点から測量
し、オフセットを作成します。

コアチューブ掘削

計測作業

掘 削 土 吸 引 掘削･建て込み状況

大中口径管計測摸式図

深　度　計　測

ウォータージェット掘削

 対象管渠芯を原点とする
　　y2=y1+(h1-h2)

　　x2=x1-L

　　x1
2+y1

2=r2

　　(x1-L)
2+(y1+h1-h2)

2=r2

 この二元二次方程式を解く



調 査 孔 埋 戻 し

コアチューブ内部に荒目砂を充填し、バイブレータで締め固めます。
油圧式鋼管圧入引抜機によりコアチューブを回収します。
砕石、粒調砕石、アスファルト混合物による路面復旧を行います。
舗装復旧は、構造原形通りに行います。

油圧式鋼管圧入引抜機 標準使用機械器具一覧表
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施　工　実　績

名      称 規格・仕様・寸法 数量 備    考 

コ ア ボ ー リ ン グ マ シ ン
最大削孔径 450mm 

重量 37kg,4.8kW 
1 台 舗装コア削孔 

ボ ー リ ン グ マ シ ン 
給進力 20188N 引抜力 26950N 

重量 470kg, 5.5kW 
1 台 調査深度・地質による 

油 圧 式 鋼 管 圧 入 引 抜 機
油圧ジャツキ 10t ストローク 300mm  

重量 1,450kg,11kW 
1 台 コアチューブ掘削 

工 事 用 高 圧 洗 浄 機
吐出圧 4.9MPa,吐出量 30.8 ㍑/分 

重量 170kg, 3.7kW 
1 台 コアチューブ掘削 

超 高 圧 ポ ン プ
吐出圧 14.7Mpa,吐出量 325 ㍑/分 

重量 3,900kg 原動機 99kW 
1 台 

コアチューブ掘削 

調査深度・地質による 

強 力 吸 引 車
吸引風量 40m3/分,真空圧-93.3MPa 容量 2.0m3 

重量 6,555kg 
1 台 コアチューブ掘削 

発 動 発 電 機 定格容量 35～100KVA 1～2台 調査深度・地質による 

クレーン装置付トラック 積載荷重 4～6ｔ 吊荷重 2,9ｔ  1～2台 調査深度・地質による 

観 測 ・ 記 録 機 器 カメラ，CCD カメラ, VTR モニター 1式  

測 量 器 具
精密水準器，レベル，スタッフ， 

ワイヤー測量ロープ，巻尺，錘球等 
1式  

 

：SJ32工区連結路(3)基礎工事
：東京都渋谷区初台
：首都高速道路公団
：東京電力株式会社
：東京電力BOXカルバート形状
：GL-3.67m

：入間基地周辺障害防止対策事業
：狭山市鵜の木
：防衛施設庁
：防衛施設庁
：下水道管渠埋設位置(φ1350)
：GL-7.50m

工 事 名
調 査 場 所
発 注 者
埋設管理者
調 査 対 象
調 査 深 度

工 事 名
調 査 場 所
発 注 者
埋設管理者
調 査 対 象
調 査 深 度


